
地域災害拠点病院の指定について

○ 現在、弘前市立病院と黒石病院が地域災害
拠点病院として指定され、津軽地域の災害医
療体制を構築。

○ 国立病院機構弘前病院と弘前市立病院の
機能を統合した国立病院機構弘前総合医療
センターが、令和４年４月１日に開院予定。

○ 弘前市立病院が担っている地域災害拠点

病院としての機能を継承するため、指定申請
があった。

○ 弘前市立病院閉院後も、大規模災害が発生
した際には、弘前総合医療センターと黒石病
院が地域災害拠点病院として対応が可能。

○ 近年の大規模災害の発生状況を踏まえると、

地域災害拠点病院の増加・更なる機能強化が
重要。

○ 平成３１年３月に、八戸地域における２か
所目の地域災害拠点病院として八戸赤十字病
院を指定。

○ 令和４年１月に開催した「青森県救急・
災害医療対策協議会」にて指定することで合
意済み。

申請内容は指定要件等を満たしていることから、
弘前総合医療センターを地域災害拠点病院として指定する。

※１ 指定年月日は令和４年４月１日。

※２ 国の通知に基づく指定要件及び本県の指定要領に基づく指定基準
については、いずれも満たしているが、一部開院後でなければ整備
（実施）できないもの（例：ＢＣＰ策定及びそれに基づく研修・訓
練等）があることから、「令和４年度中に整備（実施）予定」の項
目については、県で四半期毎に確認することで、確実な整備（実
施）につなげる。

※３ 今年度の日本ＤＭＡＴ隊員養成研修を修了しており、ＤＭＡＴを
１チーム保有する予定。
なお、地域災害拠点病院の指定に合わせ、ＤＭＡＴ指定医療機関

としても指定する予定。

経緯

背景

対応

①２４時間緊急対応し、災害発生時に被災地内の傷病者等の受入・搬出が可能。
②ヘリコプターによる傷病者、医療物資等のピストン輸送を行える。
③ＤＭＡＴを有し、その派遣体制がある。
④救命救急センター又は第二次救急医療機関
⑤業務継続計画（ＢＣＰ）の整備を行っている。
⑥ＢＣＰに基づき、研修及び訓練を実施。
⑦関係機関とともに定期的な訓練を実施すること。等々

（参考）災害拠点病院について

資料５

令和４年３月２８日
医療審議会
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（参考１）本県における災害拠点病院の指定状況

基幹災害拠点病院
ＤＭＡＴ
チーム数

青森県立中央病院 ５

弘前大学医学部附属病院 ３

地域災害拠点病院
ＤＭＡＴ
チーム数

津軽地域
弘前市立病院
国保黒石病院

１
１

八戸地域
八戸市立市民病院
八戸赤十字病院

５
４

青森地域 青森市民病院 １

西北五
地域

つがる総合病院 ２

上十三
地域

十和田市立中央病院 １

下北地域 むつ総合病院 １

・令和３年４月1日時点
・チーム数は派遣可能なＤＭＡＴ数
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（参考２）青森県災害拠点病院指定要領
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